
解

題

『
東
京
大
学
日
本
史
学
研
究
室
紀
要
』
一
八
号
（
二
〇
一
四
年
三
月
）
掲
載

「『
高
倉
永
豊
卿
記
』
の
翻
刻
と
紹
介
」
に
お
い
て
全
文
を
紹
介
し
た
東
京
大
学
史

料
編
纂
所
所
蔵
『
高
倉
永
豊
卿
記
』（
架
蔵
番
号：

〇
一
七
三
‐
一
六
）
二
冊
は
、

表
紙
を
含
む
料
紙
の
ほ
ぼ
全
丁
に
わ
た
っ
て
紙
背
文
書
が
存
在
す
る
。
本
号
は
そ

の
翻
刻
を
紹
介
す
る
も
の
で
あ
る
。

『
高
倉
永
豊
卿
記
』
は
、
現
在
、
原
態
ど
お
り
に
袋
綴
装
と
な
っ
て
い
る
た
め
、

直
接
紙
背
文
書
を
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
一
九
九
六
年
、
史
料
編
纂
所

史
料
保
存
技
術
室
に
お
い
て
同
記
の
解
体
修
理
を
行
っ
た
際
に
、
日
記
本
文
と
と

も
に
紙
背
文
書
も
撮
影
さ
れ
、
つ
い
で
紙
背
文
書
の
影
写
が
作
成
さ
れ
た
（
影
写

者
和
田
幸
大
、
校
正
者
山
口
隼
正
、
影
写
・
校
正
の
完
了
は
二
〇
〇
〇
年
三
月
）。

し
た
が
っ
て
紙
背
文
書
の
全
体
は
、
写
真
帳
『
高
倉
永
豊
卿
記
』（
架
蔵
番
号：

六
一
七
三
‐
四
〇
七
）、
お
よ
び
影
写
本
「
高
倉
永
豊
卿
記
紙
背
文
書
」（
架
蔵
番

号：

三
〇
七
一
・
〇
七
‐
四
三
）
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

紙
背
文
書
の
ほ
と
ん
ど
は
高
倉
永
豊
の
も
と
に
届
い
た
書
状
、
も
し
く
は
永
豊

の
書
状
の
下
書
き
と
思
わ
れ
る
が
、
首
尾
と
も
に
そ
ろ
っ
て
い
る
も
の
は
少
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
永
豊
と
親
交
の
あ
っ
た
北
畠
教
具
（
寛
正
三
年
冬
記
８
丁
）、

高
倉
家
と
金
融
取
引
の
あ
っ
た
禅
永
（
寛
正
三
年
冬
記
１０
・
１３
・
２５
丁
）
な
ど
、

日
記
に
登
場
す
る
人
物
の
書
状
が
含
ま
れ
て
い
る
。
日
記
に
登
場
す
る
人
物
で
は

な
い
が
、
寛
正
三
年
冬
記
１５
・
１６
丁
の
紙
背
文
書
は
、
高
倉
家
領
の
竹
田
に
関
す

る
蔭
凉
軒
主
季
瓊
真
蘂
の
花
押
を
と
も
な
っ
た
自
筆
書
状
で
あ
る
。
真
蘂
の
自
筆

書
状
は
こ
れ
ま
で
に
伏
見
宮
本
『
建
内
記
』
嘉
吉
元
年
（
一
四
四
一
）
七
月
五
日

記
に
貼
り
継
が
れ
た
文
書
し
か
知
ら
れ
て
お
ら
ず
、
貴
重
な
も
の
と
い
え
よ
う
。

文
安
二
年
夏
記
紙
背
文
書
に
は
将
軍
家
の
装
束
に
か
か
わ
る
記
述
が
散
見
さ
れ

る
が
、
８
丁
の
紙
背
文
書
に
は
、
永
豊
が
「
か
ま
く
ら
と
の
」
の
装
束
を
調
進
す

る
と
の
記
述
が
見
え
る
。
こ
の
「
か
ま
く
ら
と
の
」
は
、『
高
倉
永
豊
卿
記
』
同

年
四
月
二
五
日
条
ほ
か
に
登
場
す
る
「
鎌
倉
殿
」
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
永
享
の
乱

の
の
ち
、
宝
徳
元
年
（
一
四
四
九
）
に
足
利
成
氏
が
鎌
倉
公
方
に
補
さ
れ
る
ま
で

『
高
倉
永
豊
卿
記
』
紙
背
文
書
の
翻
刻
と
紹
介

榎

原

雅

治

木

下

聡

谷

口

雄

太

堀

川

康

史

東
京
大
学
日
本
史
学
研
究
室
紀
要

第
十
九
号

二
〇
一
五
年
三
月
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の
間
、
京
都
に
「
鎌
倉
殿
」
と
呼
ば
れ
る
人
物
、
お
そ
ら
く
将
来
の
鎌
倉
公
方
に

予
定
さ
れ
て
い
る
人
物
が
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
史
料
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。
た

だ
し
、
当
時
、
成
氏
は
信
濃
に
い
た
の
で
こ
の
「
鎌
倉
殿
」
は
成
氏
で
は
な
く
、

だ
れ
の
こ
と
で
あ
る
か
は
現
時
点
で
は
特
定
で
き
な
い
。
後
考
を
俟
ち
た
い
。

紙
背
文
書
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
高
倉
家
の
家
司
が
判
明
す
る
文
書
が
含
ま
れ

る
こ
と
で
あ
る
。
寛
正
三
年
冬
記
１０
・
１３
・
２５
丁
に
は
「
高
畠
式
部
」、
同
１９
丁

に
は
「
清
水
左
京
亮
」
に
宛
て
ら
れ
た
書
状
が
見
ら
れ
る
が
、「
高
畠
式
部
」
宛

の
書
状
は
い
ず
れ
も
「
可
有
披
露
」
の
書
止
文
言
を
も
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
高
倉

家
の
家
司
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
「
清
水
左
京
亮
」
は
『
高
倉
永
豊
卿
記
』
同
年

一
一
月
一
日
条
で
、
徳
政
一
揆
の
起
き
た
高
倉
家
領
竹
田
三
ヶ
庄
に
、
一
揆
参
加

者
逮
捕
の
た
め
に
下
向
し
て
い
る
「
左
京
亮
」
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て

彼
も
ま
た
高
倉
家
の
家
司
と
考
え
ら
れ
る
。

『
高
倉
永
豊
卿
記
』
紙
背
文
書
以
外
で
、
高
畠
・
清
水
の
名
字
を
も
つ
高
倉
家

の
家
司
が
登
場
す
る
文
書
を
、
本
稿
の
末
尾
に
参
考
史
料
と
し
て
掲
げ
て
お
い
た
。

１
と
２
は
竹
田
三
ヶ
庄
の
一
つ
芹
河
庄
の
荘
務
に
関
す
る
も
の
で
、
１
に
は
清
水

〔
藤
〕

と
高
畠
の
二
人
が
「
頭
中
納
言
」（
高
倉
永
豊
）
の
「
内
者
」
で
あ
る
こ
と
が
明

記
さ
れ
て
い
る
。
２
で
は
宛
所
に
「
清
水
左
京
亮
」
と
「
高
畠
備
中
」
が
登
場
す

る
。
こ
の
「
高
畠
備
中
」
は
、
先
述
し
た
『
高
倉
永
豊
卿
記
』
寛
正
三
年
一
一
月

一
日
条
で
「
清
水
左
京
亮
」
と
と
も
に
竹
田
に
下
向
し
て
い
る
「
備
中
入
道
」
の

こ
と
で
あ
ろ
う
。「
備
中
入
道
」
は
、
同
じ
く
寛
正
三
年
の
一
〇
月
五
日
条
に
将

軍
義
政
の
直
垂
調
進
料
の
請
取
手
と
し
て
、
一
一
月
一
三
日
条
に
高
倉
家
の
粥
会

の
担
当
者
と
し
て
登
場
し
て
い
る
。
さ
ら
に
文
安
二
年
記
に
遡
れ
ば
、
四
月
四
日

条
に
、
翌
日
よ
り
高
野
参
詣
に
向
か
う
永
豊
へ
の
餞
送
の
主
催
者
と
し
て
登
場
す

る
「
備
中
守
」
が
「
備
中
入
道
」
の
若
き
日
の
姿
で
あ
ろ
う
。
ま
た
１
の
署
判
者

で
あ
る
聖
祐
と
宗
清
の
う
ち
聖
祐
は
法
名
と
見
ら
れ
る
か
ら
、
こ
の
二
人
は
そ
れ

ぞ
れ
「（
高
畠
）
備
中
入
道
」「
清
水
左
京
亮
」
に
比
定
で
き
よ
う
。

５
は
淳
和
院
領
の
名
主
職
を
常
灯
料
と
し
て
東
寺
に
宛
行
う
補
任
状
で
あ
る
。

本
紀
要
一
八
号
に
お
い
て
、
西
院
（
淳
和
院
）
が
高
倉
家
領
で
あ
っ
た
可
能
性
を

指
摘
し
て
お
い
た
が
、
５
の
補
任
状
が
高
畠
備
中
入
道
実
円
に
よ
っ
て
発
給
さ
れ

て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
西
院
が
一
五
世
紀
末
ま
で
高
倉
家
領
で
あ
っ
た
こ
と
が

確
か
め
ら
れ
る
。
年
代
的
に
み
て
、
実
円
は
聖
祐
の
子
、
紙
背
文
書
に
登
場
す
る

「
高
畠
式
部
」
の
長
じ
た
姿
で
は
あ
る
ま
い
か
。

３
・
４
は
竹
田
庄
内
に
あ
る
勧
修
寺
、
東
寺
の
散
在
領
に
関
す
る
文
書
で
あ
る
。

竹
田
庄
が
高
倉
家
領
で
あ
る
こ
と
、
署
判
者
の
清
久
が
高
倉
家
家
司
の
粟
津
清
久

と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
高
倉
永
継
（
文
明
一
〇
年
〈
一
四
七
八
〉
は
前
参

議
）
の
御
教
書
と
判
断
し
た
。
宗
勝
は
清
水
左
京
亮
（
宗
清
）
の
一
族
で
あ
る
可

能
性
が
あ
る
の
で
、
こ
こ
に
収
め
た
。

文
書
以
外
で
は
、『
言
国
卿
記
』
文
明
一
三
年
（
一
四
八
一
）
正
月
二
日
条
に

「
藤
宰
相
青
侍
共
礼
ニ
来
、
高
畠
式
部
・
清
水
左
京
亮
・
ク
ラ
チ
加
賀
・
粟
津
弥

四
郎
」
と
あ
っ
て
、
高
倉
家
か
ら
高
畠
式
部
・
清
水
左
京
亮
ら
が
正
月
の
賀
礼
の

使
者
と
し
て
山
科
言
国
を
訪
問
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
言
国
の
妻
の
父
は

高
倉
永
継
で
あ
っ
た
た
め
両
家
の
関
係
は
深
く
、
こ
の
ほ
か
に
も
山
科
家
関
係
の

記
録
に
は
高
畠
、
清
水
の
名
前
が
散
見
さ
れ
る
。
な
お
、
こ
の
二
人
と
と
も
に
青

侍
と
し
て
登
場
す
る
粟
津
氏
に
つ
い
て
は
、
高
倉
家
の
家
司
と
し
て
活
動
記
事
が

多
く
存
在
す
る
が
、
応
仁
以
前
に
遡
る
時
期
の
記
事
は
現
在
の
と
こ
ろ
見
つ
け
て

い
な
い
の
で
、
こ
こ
で
は
割
愛
し
た
。

（
榎
原
雅
治
）
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翻

刻

凡
例

・
文
字
は
お
お
む
ね
現
時
通
用
の
字
体
に
改
め
、
原
本
の
改
行
に
つ
い
て
は
印
行

上
そ
の
体
裁
を
改
め
た
場
合
は
」
を
以
て
示
し
た
。
本
文
に
は
読
点
お
よ
び
並

列
点
を
適
宜
加
え
た
。

・
欠
損
の
箇
所
は
お
よ
そ
の
字
数
を
計
っ
て
□
あ
る
い
は
�
�
で
示
し
た
。
判
読

不
能
の
抹
消
文
字
は
同
じ
く
■
と
し
た
。
重
ね
書
き
は
、
下
に
書
か
れ
た
文
字

を
（
×
□
）
で
示
し
た
。

・
挿
入
記
号
は
�
で
示
し
た
。

・
翻
刻
者
に
よ
る
校
訂
注
は
〔

〕、
人
名
・
地
名
注
な
ど
は
（

）
で
示
し
た
。

・
各
文
書
の
冒
頭
に
は
文
書
番
号
お
よ
び
文
書
名
を
付
し
、（

）
内
に
丁
数
お

よ
び
該
当
記
事
の
日
付
を
記
し
た
。

・
必
要
に
応
じ
て
按
文
を
付
し
た
。

・
判
読
で
き
な
い
署
名
は
、
末
尾
に
写
真
を
付
し
た
。

【
文
安
二
年
夏
記
紙
背
文
書
】

１

高
倉
永
豊
書
状
案
（
表
紙
ウ
ラ
）

さ
て
も
御
う
れ
し
さ
、
こ
と
の
葉
」
に
も
つ
く
し
か
た
く
お
ほ
え
さ
せ
お
ハ

し
」
ま
し
て
候
、
さ
り
な
か
ら
」
ふ
し
き
な
る
と
こ
ろ
」
御
ら
ん
さ
せ
給

候
、」
御
は
つ
か
し
く
こ
そ
候
へ
、
か
ま
へ
て
又
」
ふ
と
お
ほ
し
め
し
た
ち
候

ハ
ヽ
（
以
下
空
白
）

２

高
倉
永
豊
書
状
案
（
１
丁
ウ
ラ
・
四
月
一
日
条
〜
四
日
条
途
中
）

御
つ
か
ハ
し
候
了

返
申

高
札

筆
に
も

芳
許

文
御
め
つ
ら
し
く

芳
札
委
細
承
候
了

貴
札

尊
札

と
ゝ
に
を
よ
ひ
候

ま
い
る
ま
し
く
候

芳
札
委
細
承
候
了
、
彼
間
事
」
連
々
蒙
仰
候
、
已
前
之
儀
失
面
」
目
候
之
間
、

〔
候
〕

〔
ハ

不

承

〕

何
と
て
さ
様
の
儀
候
へ
き
」
に
て
候
、
此
間
も
方
々
よ
り
申
□
を
」
□
□
□
引

候
つ
、
雖
然
今
又
彼
仁
」
申
入
候
処
、
如
此
預
御
口
入
候
上
者
、」
兎
も
角
も

可
随
御
意
候
、
然
者
」
一
所
務
事
に
て
候
へ
ハ
、
堅
請
文
を
も
」
致
沙
汰
、
補

�

�

任
を
も
可
遣
候
、
当
年
反
」
銭
を
懸
候
之
由
承
及
候
、
さ
様
子
細
」
を
も
彼
仁

�

�

�

�

�

を
被
召
候
て
、
委
御
尋
候
て
、」

な
か
�
�
お
も
ひ
よ
ら
す
候

雖
然
雖
然

と
ゝ
に
お
よ
ひ
候

所
詮
平
ニ

３

高
倉
永
豊
書
状
案
（
折
紙
）（
２
丁
ウ
ラ
・
四
月
四
日
条
途
中
〜
九
日
条
）

〔
御
〕

若
公
様
正
月
御
」
直
垂
要
脚
参
貫
」
五
百
文
、
御
祝
の
時
」
□
装
束
料
足
残

参
」
貫
七
百
文
（
以
下
空
白
）

４

高
倉
永
豊
書
状
案
（
折
紙
）（
３
丁
ウ
ラ
・
四
月
一
〇
日
条
〜
一
四
日
条
途
中
）

若
公
様
正
月
御
」
直
垂
要
脚
参
貫
」
五
百
文
、
御
祝
之
時
御
」
装
束
料
足
残

〔
貫
〕

参
」
□
七
百
文
、
彼
是
七
（
以
下
空
白
）

５

高
倉
永
豊
書
状
案
（
４
丁
ウ
ラ
・
四
月
一
四
日
条
途
中
〜
二
〇
日
条
途
中
）

先
日
参
会
本
望
候
、」
兼
又
馬
事
、
可
被
御
覧
候
由
」
承
候
之
間
令
申
候
、
御
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用
候
者
、」
御
入
京
の
御
次
に
可
有
御
立
寄
」
候
哉
、（
以
下
空
白
）

６

高
倉
永
豊
書
状
案
（
５
丁
ウ
ラ
・
四
月
二
〇
日
条
途
中
〜
二
五
日
条
途
中
）

芳
札
委
細
承
候
了
、
彼
間
事
、」
連
々
蒙
仰
候
、
已
前
之
儀
」
失
面
目
候
之
間
、

何
と
て
さ
様
の
」
儀
候
へ
き
に
て
、
此
間
も
方
々
よ
り
」
申
候
を
ハ
不
承
引
候

つ
、
雖
然

�
今
又
彼
」
仁
申
入
候
之
処
、
如
此
預
御
口
入
候
」
上
者
、
兎
も
角
も
可
随
御

意
候
、」
然
者
一
所
務
事
に
て
候
へ
ハ
、
堅
請
」
文
を
も
致
沙
汰
、
補
任
を
も

可
遣
候
、」
当
年
反
銭
を
懸
候
之
由
承
及
候
、
さ
様
」
子
細
を
も
彼
仁
を
被
召

候
て
、
委
御
」
尋
候
て
、
可
被
仰
定
候
哉
、
返
々
於
身
」
候
て
ハ
、
旁
背
本
意

候
、
併
期
面
会
（
後
欠
）

７

高
倉
永
豊
書
状
案
（
６
丁
ウ
ラ
・
四
月
二
五
日
条
途
中
〜
晦
日
条
）

御
札
殊
以
恐
悦
候
、
如
仰
」
此
間
者
、
不
申
入
候
、
所
存
之
」
外
候
、
何
と
や

ら
ん
（
以
下
空
白
）

８

高
倉
永
豊
書
状
案
（
７
丁
ウ
ラ
・
五
月
一
日
条
〜
六
日
条
）

此
間
連
々
申
承
本
」
望
候
、
今
朝
注
給
候
分
、」
伊
勢
方
へ
申
遣
候
了
、
御
」

領
事
、
可
為
如
何
候
哉
、
御
」
左
右
早
々
蒙
仰
候
て
」
可
申
付
候
、
来
廿
二
三

日
間
（
以
下
空
白
）

９

高
倉
永
豊
書
状
案
（
８
丁
ウ
ラ
・
五
月
七
日
条
〜
一
二
日
条
）

此
間
者
恐
鬱
候
、
何
事
と
も
」
御
座
候
哉
、
さ
て
御
所
さ
ま
御
大
口
ハ
」
近
日

ハ
め
さ
れ
候
ま
し
き
や
ら
ん
、」
か
ま
く
ら
と
の
ゝ
御
装
束
を
、
伊
勢
」
蒙
仰

給
候
を
、
永
豊
あ
つ
ら
へ
候
、
か
い
候
」
�
�
も
い
そ
き
て
と
申
候
、
廿
三
日

に
下
向
候
、」
さ
候
ハ
す
ハ
廿
六
日
と
申
候
、
そ
れ
に
京
に
て
」
お
ら
せ
候
へ

ハ
、
御
大
口
い
て
き
か
た
き
由
」
申
候
、
若
い
て
き
候
ま
し
き
に
て
候

ハ
ヽ
、」
御
所
さ
ま
の
御
大
口
一
具
候
を
、
先
ま
い
ら
せ
」
候
て
（
以
下
空
白
）

１０

装
束
要
脚
注
文
（
折
紙
）（
９
丁
ウ
ラ
・
五
月
一
三
日
条
〜
一
八
日
条
途
中
）

御
所
様
正
月
御
」
装
束
要
脚
」
弐
拾
五
貫
九
百
文
」
此
内
千
疋
出
候
、」
若
公

様
御
祝
御
装
束
」
弐
拾
七
貫
八
百
文
」
此
内
二
千
疋
出
候
、

１１

高
倉
永
豊
書
状
案
（
１０
丁
ウ
ラ
・
五
月
一
八
日
条
途
中
〜
二
四
日
条
途
中
）

如
仰
八
朔
御
慶
珍
重
々
々
、」
抑
佳
例
御
笠
三
本
令
拝
領
」
□
、
千
秋
万
歳
祝

着
畏
入
候
、」
毎
年
被
懸
賢
慮
候
之
間
、
過
分
之
」
至
候
、
仍
香
炉
・
卓
令
進

入
候
、」
殊
軽
微
之
至
、
其
恐
不
少
候
、」
可
為
万
秋
佳
例
之
由
可
得

（
二
本
の
墨
線
に
よ
り
全
体
を
抹
消
す
る
）

１２

高
倉
永
豊
書
状
案
（
１１
丁
ウ
ラ
・
五
月
二
四
日
条
途
中
〜
二
九
日
条
）

（
端
裏
書
）

「
吉
田
殿
進
之
候
、

永
豊
」

き
と
一
紙
為
恐
候
、

今
日
精
進
に
て
候
を
失
」
念
仕
候
て
、
可
参
之
由
申
候
、」
無
正
躰
候
、
所
詮

自
由
候
へ
」
と
も
、
精
進
御
沙
汰
候
て
給
候
□
□
」
悦
入
候
、
今
朝
出
仕
申
候

〔
間
〕

之
□
」
定
可
遅
参
候
、
不
可
有
御
待
候
、」
心
事
期
面
候
、
恐
々
謹
言
、

二
月
廿
一
日

永
豊

１３

高
倉
永
豊
書
状
案
（
１２
丁
ウ
ラ
・
六
月
一
日
条
〜
五
日
条
）

さ
て
も
先
夜
之
式
難
忘
候
、」
昨
日
活
計
又
難
謝
候
、
只
」
代
物
こ
そ
お
し
く

候
つ
れ
、
比
興
候
、」
何
事
と
も
御
座
候
哉
、
御
床
敷
候
欤
、（
以
下
空
白
）
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１４

高
倉
永
豊
書
状
案
（
１３
丁
ウ
ラ
・
六
月
六
日
条
〜
一
〇
日
条
途
中
）

昨
日
参
会
本
望
候
、」
兼
又
内
々
申
入
候
過
書
」
事
、
此
分
被
仰
付
候
て
」
給

（
家
輔
）

候
ハ
ヽ
畏
入
候
、
月
輪
参
洛
」
候
と
て
申
候
之
間
、
申
入
候
、」
無
子
細
候
者
、

や
か
て
可
給
候
、」
明
日
下
向
候
と
申
候
、
返
々
」
無
心
之
申
状
恐
入
候
、」
旁

以
参
拝
可
申
候
、（
後
欠
）

１５

高
倉
永
豊
書
状
案
（
１４
丁
ウ
ラ
・
六
月
一
〇
日
条
途
中
〜
一
六
日
条
）

八
朔
之
儀
、
祝
言
計
申
」
入
候
之
処
、
重
宝
済
々
令
」
拝
領
候
、
迷
惑
祝
着

相
」
半
候
、
返
々
御
意
之
至
、
難
」
謝
候
、（
以
下
空
白
）

１６

高
倉
永
豊
書
状
案
（
１５
丁
ウ
ラ
・
六
月
一
七
日
条
〜
二
二
日
条
）

（
前
欠
）
約
束
可
仕
候
、
い
つ
れ
か
可
然
候
、」
承
候
て
可
申
付
候
、
返
々
明

日
」
事
ハ
面
々
指
合
候
と
も
、
吉
井
」
な
と
計
御
同
道
候
て
、
御
出
候
て
御
」

遊
候
ハ
ヽ
本
望
候
、
委
細
御
返
事
」
大
切
候
、
猶
（
以
下
空
白
）

１７

高
倉
永
豊
書
状
案
（
１６
丁
ウ
ラ
・
六
月
二
三
日
条
〜
二
七
日
条
途
中
）

先
日
参
会
本
望
候
、」
兼
又
小
馬
事
、
先
召
仕
候
そ
と
」
承
候
之
間
、
未
立
置

候
、
御
出
京
の
」
次
に
可
被
御
覧
候
哉
、
又
其
人
を
」
可
進
候
、（
以
下
「
覧
」

を
十
度
書
く
）

１８

高
倉
永
豊
書
状
案
（
１７
丁
ウ
ラ
・
六
月
二
七
日
条
〜
晦
日
条
）

（
前
欠
）
明
日
事
ハ
面
々
指
合
候
共
、」
入
来
候
へ
き
に
て
候
ハ
ヽ
、
彼
者
を
」

も
約
束
可
仕
候
、
御
左
右
を
可
」
承
候
、
比
興
候
、
併
期
面
拝
候
、」
恐
々
謹

言
、

二
月
廿
八
日

永
豊

１９

高
倉
永
豊
書
状
案
（
裏
表
紙
ウ
ラ
）

よ
へ
の
」
さ
て
も
御
う
れ
し
さ
、
こ
と
の
葉
」
に
も
つ
く
し
か
た
く
お
ほ
え
さ

�

�

�

せ
」
お
ハ
し
ま
し
て
候
、
さ
り
な
か
ら
」
ふ
し
き
な
る

み
く
る
し
き
事
（
×
の
）

と
も
に
て
」
御
は
つ

�

�

�

�

�

か
し
く
こ
そ
候
へ
、」
か
ま
へ
て
�
�
い
か
さ
ま
又
」
�
�
（
×
お
は
）

お
ほ
し
め
し
た
ち

�

�

�

候
ハ
ヽ
」
さ
せ
お
は
し
ま
し
候
ハ
ヽ
、」
か
た
く
□
□
う
れ
し
く
候
へ
く
候
、」

心
の
事
ニ
、
し
り
ま
い
ら
せ
候
は
て
、
御
や
う
に
な
れ
候
、（
後
欠
）

【
寛
正
三
年
冬
記
紙
背
文
書
】

２０

某
書
状
（
表
紙
ウ
ラ
）

（
前
欠
）
候
て
始
中
終
�
�
猶
々
被
（
後
欠
）

（
切
封
墨
引
）

�
�
�
�
�
殿

２１

某
書
状
（
１
丁
ウ
ラ
・
一
〇
月
四
日
条
途
中
〜
七
日
条
）

〔
柳
〕

芳
札
之
旨
先
以
承
悦
候
、」
明
日
祭
礼
御
察
□
」
□
□
一
荷
両
種
送
給
候
、」
不

存
寄
御
沙
汰
、
迷
惑
候
、」
能
々
可
令
賞
翫
候
、
祝
着
」
千
万
々
々
、
併
期
面

謝
候
也
、」
謹
言
、

七
月
十
八
日

�
�

２２

某
書
状
（
２
丁
ウ
ラ
・
一
〇
月
八
日
条
〜
一
一
日
条
途
中
）

比
日
不
致
寒
温
」
候
、
誠
積
鬱
無
極
候
、」
□
愚
身
歓
楽
少
」
□
減
候
間
、
近

日
可
」
出
仕
申
候
、
自
然
之
時
」
奉
憑
候
、
心
得
候
、
事
々
付
面
展
候
、
恐
々

謹
言
、

極
月
�
�

�
�
（
花
押
）
�
写
真
１
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２３

某
書
状
（
３
丁
ウ
ラ
・
一
〇
月
一
一
日
条
途
中
〜
一
五
日
条
）

已
前
之
病
者
待
」
□
ね
ら
れ
候
欤
被
帰
候
、」
�
�
�
罷
帰
候
、」
早
速
被
仰
付

給
」
候
ハ
ヽ
目
出
候
、
恐
惶
」
謹
言
、

七
月
廿
五
日

�
�

２４

狛
治
房
書
状
（
４
丁
ウ
ラ
・
一
〇
月
一
六
日
条
〜
一
九
日
条
途
中
）

御
慶
雖
事
旧
候
、
尚
々
不
可
有
」
尽
期
候
、
珍
重
幸
甚
々
々
、」
□
祈
祷
事
、

殊
以
抽
懇
祈
丹
誠
候
、」
�
�
�
�
并
任
佳
例
�
�
」
□
進
候
、
為
御
祝
着
候
、

御
慶
尚
々
参
仕
」
言
上
可
仕
之
由
、
内
々
可
得
御
意
候
、
恐
惶
」
謹
言
、

（
狛
）

正
月
五
日

治
房
上

人
々
御
中

２５

某
書
状
（
５
丁
ウ
ラ
・
一
〇
月
一
九
日
条
途
中
〜
二
二
日
条
途
中
）（署

名
と
同
じ
）

（
前
欠
）
以
其
御
次
被
懸
御
�
�
」
畏
悦
候
、
毎
事
期
□
□
、
□
□
」
誠
恐
謹

言
、

二
月
六
日

□
□
�
写
真
２

（
切
封
墨
引
）

２６

土
御
門
有
季
進
上
目
録
（
折
紙
）（
６
丁
ウ
ラ
・
一
〇
月
二
二
日
条
途
中
〜
二
四

日
条
）

御
太
刀
一
腰

練
貫

一
重

以
上

（
土
御
門
）

有
季

２７

高
倉
永
豊
書
状
案
（
７
丁
ウ
ラ
・
一
〇
月
二
五
日
条
〜
二
六
日
条
）

就
因
州
知
行
分
事
、
被
成
下
御
奉
書
」
候
之
処
、
今
度
守
護
（
以
下
空
白
）

２８

北
畠
教
具
書
状
（
８
丁
ウ
ラ
・
一
〇
月
二
七
日
条
〜
晦
日
条
）

今
春
未
述
祝
詞
、
恐
鬱
」
無
極
候
、
千
喜
万
悦
、
定
御
」
□
候
、
�
�
珍
重

々
々
、
抑
」
雖
不
珍
候
、
一
種
二
千
本

令
」
進
之
候
、
軽
微
其
憚
候
、」
心
事
期
後

信
候
、
恐
々
謹
言
、

（
北
畠
）

二
月
廿
二
日

教
具

（
高
倉
永
豊
）

冷
泉
殿

２９

北
畠
教
具
書
状
封
紙
（
９
丁
ウ
ラ
・
一
一
月
一
日
条
〜
三
日
条
途
中
）

冷
泉
殿（

切
封
墨
引
）

３０

禅
永
書
状
（
１０
丁
ウ
ラ
・
一
一
月
三
日
条
途
中
〜
七
日
条
途
中
）

（
前
欠
）
す
る
間
、
今
朝
も
人
遣
候
、
�
�
」
如
此
御
返
事
仕
候
、
巨
細
以
□
」

上
可
申
入
候
、
此
之
由
心
得
候
て
、
能
々
」
可
有
披
露
候
、
恐
々
謹
言
、

九
月
一
日

禅
永

（
切
封
墨
引
）

中
納
言
僧
都

高
畠
式
部
殿

３１

某
書
状
（
１１
丁
ウ
ラ
・
一
一
月
七
日
条
途
中
〜
一
〇
日
条
）

（
前
欠
）
恐
惶
謹
言
、

九
月
十
一
日

�
�
�
写
真
３
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（
切
封
墨
引
）

※
１２
丁
は
紙
背
文
書
な
し

３２

禅
永
書
状
（
１３
丁
ウ
ラ
・
一
一
月
一
三
日
条
途
中
〜
一
六
日
条
途
中
）

（
前
欠
）
有
披
露
候
、
恐
々
謹
言
、

八
月
十
日

禅
永

（
切
封
墨
引
）

中
納
言
僧
都

高
畠
式
部
殿

３３

細
川
持
賢
書
状
（
１４
丁
ウ
ラ
・
一
一
月
一
六
日
条
途
中
〜
一
九
日
条
）

（
前
欠
）
失
本
意
候
、
旁
期
参
候
、」
恐
惶
謹
言
、（

細
川
持
賢
）

八
月
八
日

道
賢（
花
押
）

（
切
封
墨
引
）

〔
賢
〕

道
□

３４

季
瓊
真
蘂
書
状
封
紙
（
１５
丁
ウ
ラ
・
一
一
月
二
〇
日
条
〜
二
三
日
条
途
中
）

蔭
凉
軒真

蘂

３５

季
瓊
真
蘂
書
状
（
１６
丁
ウ
ラ
・
一
一
月
二
三
日
条
途
中
〜
二
七
日
条
）

〔
官
〕

猶
々
代
管
被
押
置
候
由
」
申
候
、
御
折
紙
」
を
一
筆
給
候

者
、」
所
仰
候
、

其
後
者
不
能
拝
顔
候
、
御
」
床
敷
存
候
、
仍
輪
蔵
寺
領
」
小
田
地
竹
田
之
内
、

当
知
行
于
今
」
無
相
違
候
、
支
証
明
鏡
之
事
候
、」
殊
当
御
代
安
堵
御
判
拝
」

領
之
事
候
、
其
本
御
心
得
被
置
候
て
、」
堅
被
仰
付
候
者
、
可
畏
入
候
、
委

細
」
使
僧
可
申
入
候
、
可
得
御
意
候
、」
恐
惶
敬
白
、

（
季
瓊
）

十
一
月
四
日

真
蘂
（
花
押
）

人
々
御
中

３６

某
書
状
（
１７
丁
ウ
ラ
・
一
一
月
二
八
日
条
〜
一
二
月
二
日
条
）

夜
前
参
拝
本
望
候
、」
済
々
活
計
難
申
尽
候
、
兼
」
又
雖
左
道
之
至
候
、

両

宮
」
御
祓
二
合
、
干
蚫
五
百
本
」
進
之
候
、
何
様
今
夕
」
又
可
参
申
候
、
事
々

〔
衍
カ
〕

期
」

期
参
拝
候
、
恐
々
謹
言
、

十
二
月
八
日

�
�
�
３１
と

同
じ
か

３７

某
書
状
（
１８
丁
ウ
ラ
・
一
二
月
三
日
条
〜
五
日
条
途
中
）

尚
々
態
御
札
か
へ
す
�
�
か
し
こ
」
ま
り
入
存
候
、
今
日
先

草
を
下
さ
り
、」
御
う
れ
し
く
存
候
へ
く
候
、
う
り
草
」
あ
る

き
候
ハ
す
候
、」

昨
日
ハ
入
御
、
返
々
か
し
こ
ま
り
入
存
」
仕
候
て
、
煩
を
も
申
入
候
ハ
す
候
、

御
心
安
」
思
食
候
へ
く
候
、
何
時
に
て
も
光
の
御
」
宿
を
は
可
仕
候
、
さ
て
は

昨
日
の
月
毛
、」
先
あ
つ
か
り
を
き
候
へ
く
候
、
如
仰
愚
意
」
あ
ひ
候
ハ
ヽ
、

代
物
を
可
進
候
、
但
今
之
時
分
、」
何
と
も
れ
う
け
ん
も
候
ハ
す
候
、
則
人
を

進
候
、」
ひ
か
せ
ら
れ
候
て
下
さ
れ
候
ハ
ヽ
、
か
し
こ
ま
り
」
可
存
候
、
ま
め

や
か
に
�
�
、
わ
れ
�
�
か
は
み
物
」
さ
へ
候
ハ
ね
と
も
、
草
の
時
分
何
共
面

白
候
」
ほ
と
に
、
先
を
き
候
て
見
度
存
候
、
草
の
」
御
座
候
ハ
ん
す
る
時
は
、
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下
さ
れ
候
ハ
ヽ
、
か
し
こ
ま
り
」
存
候
へ
く
候
、
た
の
み
入
存
候
、
か
し
く
、

３８

某
書
状
（
折
紙
）（
１９
丁
ウ
ラ
・
一
二
月
五
日
条
途
中
〜
七
日
条
）

取
乱
之
間
、
折
紙
」

候
、
誠
恐
入
候
、」

軽
微
至
雖
憚
」
入
候
、
折
節
見
」
□
之
間
、
笋
」
□
本
進
之
候
、」
御
上
愛
候

者
為
悦
候
、」
次
彼
大
儀
、
来
月
」
中
旬
比
、
可
定
之
」
心
中
候
、
旁
大
儀
」

迷
惑
候
、
何
様
近
日
」
令
参
拝
候
、
恐
々
謹
言
、

五
月
廿
四
日

□
□（
花
押
）
�
写
真
４

清
水
左
京
亮
殿

３９

伊
勢
貞
親
書
状
（
２０
丁
ウ
ラ
・
一
二
月
八
日
条
〜
一
〇
日
条
途
中
）

（
前
欠
）
兵
部
方
へ
も
可
申
候
、」
恐
惶
謹
言
、

（
伊
勢
）

五
月
廿
日

貞
親
（
花
押
）

人
々
御
中

（
切
封
墨
引
）

伊
勢
守

�
�
�
�

４０

永
弘
書
状
（
２１
丁
ウ
ラ
・
一
二
月
一
〇
条
途
中
〜
一
一
日
条
途
中
）

〔
扣
〕

八
朔
御
慶
珍
重
々
々
、」
抑
賀
例
招
午
房
」
進
覧
之
仕
候
、
併
表
祝
」
言
計
候
、

此
由
可
得
御
」
意
候
、
恐
惶
謹
言
、

（
カ
）

八
月
一
日

永
弘

人
々
御
中

４１

室
町
殿
厩
造
立
御
祝
次
第
（
折
紙
）（
２２
丁
ウ
ラ
・
一
二
月
一
一
日
条
途
中
〜
一

四
日
条
途
中
）

永
享
六
・
二
・
四

三
間
御
厩
指
御
馬

□
御
一
献
三
献

参

�
�
事
不
注
置
候
、

太
刀
金

折
紙
少
分
進
上
、

４２

某
進
上
目
録
（
折
紙
）（
２３
丁
ウ
ラ
・
一
二
月
一
四
日
条
途
中
〜
一
七
日
条
途
中
）

太
刀

一
腰
金

□
炉

一
胡
銅

卓

一

已
上

４３

某
書
状
（
２４
丁
ウ
ラ
・
一
二
月
一
七
日
条
途
中
〜
一
九
日
条
途
中
）

「（
端
裏
書
）

（
切
封
墨
引
）
高
倉
殿

�
�
」

只
今
参
拝
本
望
候
、
兼
又
」
御
南
隣
勢
州
へ
罷
出
候
ハ
ん
」
す
る
と
て
候
、
可

〔
折
〕

同
道
候
欤
、
然
者
」
□
計
可
遣
候
欤
、
五
百
疋
計
□
」
紙
仕
候
へ
き
欤
、
如
何
、

先
」
別
可
得
御
意
候
処
、
忘
却
」
無
正
躰
候
、
猶
期
参
拝
候
也
、」
恐
惶
謹
言
、

七
月
廿
二
日

□
□
�
３１
と

同
じ
か

４４

禅
永
書
状
（
折
紙
）（
２５
丁
ウ
ラ
・
一
二
月
一
九
日
条
途
中
〜
二
一
日
条
）

一
昨
日
御
物
語
候
」
つ
る
御
売
物
金
覆
輪
」
□
候
者
、
十
ふ
り
」
�
�
を
被
仰

付
候
て
、」
�
�
候
者
可
畏
入
」
�
�
候
、
若
十
ふ
り
ま
て
」
□
□
す
ハ
其
よ

り
納
候
て
」
□
可
被
懸
御
意
候
、」
此
之
由
心
得
候
て
、
可
」
有
披
露
候
、
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恐
々
」
謹
言
、

七
月
十
四
日

禅
永

高
畠
式
部
殿

４５

諸
橋
村
秀
書
状
（
２６
丁
ウ
ラ
・
一
二
月
二
二
日
条
〜
二
四
日
条
）

（
前
欠
）
不
及
申
候
、
此
由
能
々
可
有
」
御
披
露
候
、
恐
々
謹
言
、

七
月
三
日

村
秀
（
花
押
）

（
切
封
墨
引
）

諸
橋

�
�
�
�

４６

高
倉
永
豊
書
状
案
（
２７
丁
ウ
ラ
・
一
二
月
二
五
日
条
〜
二
七
日
条
途
中
）

就
御
料
所
廻
舟
事
、
先
度
（
以
下
空
白
）

４７

高
倉
永
豊
書
状
案
（
２８
丁
ウ
ラ
・
一
二
月
二
七
日
条
途
中
〜
二
八
日
条
途
中
）

就
御
料
所
廻
舟
事
、」
先
度
被
仰
出
之
趣
申
下
」
候
之
処
（
以
下
空
白
）

４８

某
書
状
（
２９
丁
ウ
ラ
・
一
二
月
二
八
日
条
途
中
〜
晦
日
条
）

仲
秋
之
御
慶
重
畳
、」
不
可
有
際
限
、
可
被
任
御
意
候
、」
幸
甚
々
々
、
兼
又
雖

左
」
道
之
至
憚
存
候
、
例
式
之
」
笠
三
本
、
令
進
覧
候
、」
嘉
例
之
儀
計
候
、

尚
々
」
其
憚
不
少
候
、
恐
惶
謹
言
、

４９

高
倉
永
豊
書
状
案
（
３０
丁
ウ
ラ
）

御
番
に
御
祗
候
候
ら
ん
（
以
下
空
白
）

５０

某
進
上
目
録
（
折
紙
）（
裏
表
紙
ウ
ラ
）

香
炉
胡
銅

卓

□
合

�
�

引
合

十
帖

已
上

【
参
考
史
料
】

１

高
倉
永
豊
御
教
書
（
東
寺
百
合
文
書
ウ
函
一
〇
〇
）

（
正
親
町
三
条
実
雅
）

（
高
倉
永
豊
）

「（
付
箋
）
竹
田
三
ヶ
庄
、
此
間
三
条
殿
知
行
之
、
然（
マ
マ
）
頭
中
納
言
方
寛
正
二
年
安
堵
之
、

〔
芹
〕

就
之
竹
田
庄
之
内
八
段
女
御
田

、
荷
川
庄
之
内
一
町
永
田
庵
田

、
以
上
一
町
八
反
、
号

三
ヶ
庄
之
内
違
乱
之
、
雖
然
出
帯
支
証
依
申
披
、
被
出
渡
状
了
、
仍
公
事
落
居

頭
中
納
言
内
者

了
、
折
紙
判
形
両
代
官
清
水
高
畠

」

竹
田
芹
河
庄
内
」
田
地
壱
町
八
段
之
」
事
、
如
元
可
被
」
渡
付
東
寺
雑
掌
」
之

由
、
被
仰
出
候
也
、」
仍
執
達
如
件
、」

（
清
水
）

寛
正
参四
月
廿
二
日

宗
清
（
花
押
）

（
高
畠
）

聖
祐
（
花
押
）

下
司
殿

竹
田
芹
川

政
所
殿

２

山
県
正
憲
芹
河
庄
内
田
地
請
文
（『
大
徳
寺
文
書
別
集
真
珠
庵
文
書
之
四
』
四
二

九
）

「（
端
裏
書
）

芹
川
庄
二
十
二
坪
二
段
大
田
請
文
案
文
寛
正
弐

十
一
・
廿
五

」

芹
川
庄
内
弐
拾
」
弐
坪
弐
段
大
田
之
」
公
方
御
年
貢
事
、」
任
惣
庄
之
例
、
不

可
有
」
不
法
懈
怠
之
儀
候
、」
仍
之
状
如
件
、
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山
県
与
次
郎

十
一
月
廿
五
日

正
憲

高
畠
備
中
殿

清■
水
左
京
亮
殿

御
奉
行
所

３

高
倉
永
継
御
教
書
（
勧
修
寺
文
書
四
）

当
庄
内
勧
修
寺
」
御
門
跡
供
僧
職
」
事
、
如
先
々
可
被
」
渡
申
之
由
、
依
仰
」

執
達
如
件
、

（
粟
津
）

文
明
十九
月
廿
日

清
久
（
花
押
）

宗
勝
（
花
押
）

竹
田
庄政
所
殿

４

高
倉
永
継
御
教
書
（
東
寺
百
合
文
書
ひ
函
一
〇
五
）

東
寺
女
御
田
」
竹
田
庄
之
内
捌
段
」・
芹
川
庄
之
内
捌
段
事
、
自
寺
家
支
証
」

出
帯
候
者
、
本
所
江

可
然
」
様
ニ

歎
可
申
由
、
数
ヶ
度
」
雖
申
未
無
其
儀
候
、
雖

然
」
奥
田
三
郎
次
郎
方
、
堅
」
詫
言
被
申
間
、
先
両
人
」
以
心
得
渡
申
者
也
、

仍
執
達
」
如
件
、

（
粟
津
）

文
明
十
一七
月
八
日

清
久
（
花
押
）

宗
勝
（
花
押
）

両
政
所
殿

下
司
殿

５

淳
和
院
領
田
地
名
主
職
補
任
状
（
東
寺
百
合
文
書
ト
函
一
三
三
）

（
端
裏
書
）

「
常
灯
田
本
所
補
任
」

宛
行

田
地
名
主
職
事

合
壱
段
小
者
在
右
京
八
条
坊
城

本
所
号
淳
和
院
領

字
西
五
条

右
下
地
者
、
為
東
寺
御
影
堂
常
灯
」
料
所
、
永
代
知
行
不
可
有
相
違
者
也
、」

仍
為
後
証
補
任
之
状
如
件
、

明
応
元
年
十
月
一
日

高
畠
備
中
入
道

実
円
（
花
押
）

写
真
１
（
２２
号
）

写
真
２
（
２５
号
）

写
真
４
（
３８
号
）

写
真
３
（
３１
号
）
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